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平成１６年度の事業報告です１

モデル事業に引き続き、平成１６年度も舞鶴赤十字病院が中丹圏域における地域リハビ

リテーション広域支援センターとして京都府より指定を受け 「リハビリ相談受付 「リハ、 」

ビリ従事者研修会 「リハビリ資源調査・情報提供」等の事業を行いました。」

「リハビリ相談受付」では合計８６件の相談

があり、綾部・福知山・夜久野地域からの相談

件数が伸びてきています。また当支援センター

に言語聴覚士を増員したことにより、訪問看護

ステーション等からの摂食嚥下に関する相談が

増加し、地域における摂食嚥下に対する関心の

高さを反映しています。

９月～１１月には、地域で連携のとれる従事

「 」者の育成を目標とした リハビリ従事者研修会

を６つのテーマで３地域にて開催し、総受講者

数は１８７名でした。研修会後のアンケートで

は７４％の方が「興味を持って聞いた」と答え

られ わかりやすい 現場に活用できる も、「 」、「 」、「

っと実技の時間がほしい」などのご意見をいた

だきました。

「リハビリ資源調査・情報提供」では資源調

査の結果を中丹地域リハビリテーション連携推進ガイドにまとめ、圏域内の関係機関に配

布しました。またホームページからも連携に役立つ各種の情報を提供しました。

＜詳しい内容はホームページ に掲載しています＞http://www.chutan-rh.jp

－１－
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京都府リハビリテーション支援センター開設２

京都府では平成１３年度に京都府リハビリテーション協議会を設置し、平成１４年度

より広域リハビリテーション支援センターの指定及び事業を展開してまいりましたが、新

たに「きょうと健康長寿日本一プラン」が策定され、府立医科大学をリハビリテーション

の総合拠点として地域リハビリテーションの支援機能の整備を図る目的で「京都府保健福

祉部 健康・医療総括室リハビリテーション支援センター」が開設されました。京都府保

健所と連携して府全域における地域リハビリテーション体制のよりいっそうの充実を目指

します。 ＜京都府リハビリテーション支援センター； ＞TEL 075-251-5398

京都府における地域リハビリテーション支援体制

地域リハビリテーション病院連絡窓口をご存じですか？３

地域リハビリテーション病院連絡窓口は、病院と地域の連携をスムーズに行い、カンフ

ァレンス開催等の調整を容易にすることを目的に、各病院の全面的協力により整備するこ

「退院前カンフとができました。入院されている患者様のカンファレンスに関することは

で、退院後や外来通院中の患者様のァレンスに関する連絡窓口」

「リハビリテーションに関すリハビリテーションに関することは

で対応できるようになっています （次項参照）る連絡窓口」 。

病院と地域連携の要となる「退院調整」を病院任せにすることなく、

入院当初より積極的に地域から迎えに行く姿勢で関わることで、患者

様やご家族様は安心して退院の日を迎えることができると思います。

－ －２



地域リハビリテーション病院連絡窓口一覧４

－３－



新介護予防給付 筋トレ・栄養・予防に力点５

2006年度に予定されている介護保険制度変

更の中で、最大のポイントは「新予防給付」

と呼ばれる仕組みです。現在、最も介護の必

要度が軽い「要支援」の人すべてと「要介護

度1」の人の８割程度が新予防給付に移行す

ると見られます。これまで「要支援」の人は

買い物の手伝いなど家事支援 「要介護度1」、

、 、の人はホームヘルパーによる介護 家事支援

福祉用具レンタルなどを受けられました。今

後こうしたサービスの利用はかなり制限され

る見通しです。代わって提供するのが予防サービスで、筋力トレーニングや栄養改善指導

。 。などが検討されています 要介護度2以上の人達のサービス内容は基本的に変わりません

（日経新聞5.31より）

中丹支援センター Ｑ＆Ａコーナー６

リハビリ訪問指導サービスの利用の仕方がわかりにくいです。Ｑ１．

。Ａ．リハビリ訪問指導サービスは相談窓口サービスにおける相談をもとに行っています

いただいた相談の解決にあたっては、地域のリハビリ資源の連携をもって行うことを原則

としていますが、中丹地域ではリハビリ専門職を有する事業所等のリハビリ資源が大変少

なく、また相談の内容によって、どうしても現場でのリハビリ専門職の直接指導が必要と

なる場合がでてきます。この場合にリハビリ支援センターや近隣の協力

病院から相談内容に応じたリハビリ専門職を派遣し、直接生活に関わっ

ておられる従事者等への指導を通じて、継続性のある問題解決を図りま

す。また継続的に指導が必要な場合で、介護保険や医療保険等が利用出

来る場合は、それらのサービスに繋いでいく努力もしています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＜ リハビリ相談窓口サービス ＞

＜ 相談受付時間 ＞

月～金曜日 ８時３０分～１６時４５分

土曜日 ８時３０分～１２時３０分

＊日曜祝祭日、第２・４土曜日は休みます

リハビリに関するご相談をお受けします。詳しくは上記の相談窓口または、中丹地域の

病院のリハビリ専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等）におたずね下さい。

－４－

ご相談はお気軽に。費用はかかりません

〒624-0906 舞 鶴 市字 倉谷４２７番地 舞鶴赤十字病院リハビリテーション課内

E-mail chutan-rh@mxc.nkansai.ne.jp


